転換経済における諸問題 by 熊野 剛雄



























































































































































































統計的に示されるから、中国は国内消費に約 8 億トン、過剰能力または輸出余力として 2 億ト
ンを上乗せしたら約 10 億トンが上限かと思われる。筆者はそれが達成されるのは少なくとも









－ 18 － 
においては、金融機構は政府機構の一部であり、リスクも政府機構の中に吸収される。言い換
えると不良資産が政府によって処理され、したがって企業や銀行は救済されるため、過剰設備・
過剰生産物は温存され、処理されない。 
中國においては鉄鋼も非鉄金属も、石油化学誘導体生産物も、自動車も電気電子製品も、世
界一の生産量を誇っている。しかし中国経済は深刻に停滞している。政府が次々と打ち出す不
況対策は、過剰の処理を妨げることになって却って停滞を長期化させる。資本主義に恐慌と停
滞はつきものである。そしてそれを打破するものは恐慌てある。ガルブレイスが皮肉ったよう
に、恐慌と呼ぼうが、不況と呼ぼうが、調整と呼ぼうが、本質は同じである。しかし中国では
恐慌は起こりにくい。本質では恐慌であってもパニックになり難い。しかし停滞する。恐慌と
言う劇薬を服用しないために症状は慢性化する。中国のこうした近況を見るとベトナム経済が
今後迎えるであろう高度成長から、いかにしてこの病根を排除するか、そもそも排除できるの
か、問題はまさしく高度の難問である。 
